
12月7日㈭ 午前10時〜 本会議① 一般質問
12月8日㈮ 午前10時〜 本会議② 一般質問
12月11日㈪ 午前10時〜 本会議③ 一般質問
12月12日㈫ 午前10時〜 本会議④ 議案上程
12月13日㈬ 午前10時〜 総務文教委員会 条例等審査
12月14日㈭ 午前10時〜 福祉健康委員会 条例等審査
12月15日㈮ 午前10時〜 経済建設委員会 条例等審査
12月20日㈬ 午前10時〜 予算特別委員会 補正予算採決
12月22日㈮ 午前10時〜 本会議⑤ 議案採決

12月議会の日程 新
年
度
予
算
の
前
哨
戦
で
あ
り
、
４
月
の
市
長

市
議
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
、
12
月
議
会
の
一
般

質
問
が
、
12
月
７
日
８
日
と
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

議
会
の
傍
聴
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
チ
放
映
は
12
月
13
日
㈬
15
日
㈮
の
午
前

10
時
か
ら
地
デ
ジ
１
１
２
ｃ
ｈ
で
す
。

山
口
は
る
み
議
員

12
月
７
日
㈭５
番
目

１
．
統

一
協
会
へ
の
解
散
命
令
請
求

に
関
し
て
、
市
長
の
進
退
を
問
う

⑴
10
月
13
日
、
盛
山
正
仁
文
部
科
学
大
臣
は
、
世

界
平
和
統

一
家
庭
連
合

（旧
世
界
基
督
教
統

一

神
霊
協
会
。
以
下

「統

一
教
会
」
）
に
つ
い
て
、

宗
教
法
人
法
第
81
条
１
項
１
号
、
２
号
に
該

当
す
る
事
由
が
あ
る
と
し
て
東
京
地
方
裁
判
所

に
解
散
命
令
請
求
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
政
府
と
し
て
、
統

一
教
会
に
つ
い
て

「法

令
に
違
反
し
て
、
著
し
く
公
共
の
福
祉
を
害
す

る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
行
為
を
し
た
」

（宗

教
法
人
法
第
８
１
条
１
項
１
号
）
と
判
断
し
た

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
市
長
の
見
解
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

⑵
10
月
13
日
付
で
、
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡

会
か
ら
、
禰
宜
田
市
長
に
対
し
て
13
項
目
の
公
開
質

問
状
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

⑶
公
開
質
問
状

へ
の
回
答
は
、
ど
ん
な
内
容
で
す
か
。

⑷
禰
冝
田
市
長
の
回
答
は

「わ
ず
か
1
頁
の
も
の
に
過

ぎ
ず
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
中
身
の
な
い
も
の
で
し
た
。

貴
職
か
ら
は
誠
実
に
回
答
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
全

く
窺
え
ず
、
極
め
て
不
当
で
す
」
と
し
て
、
11
月
17

日
に
再
度
質
問
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

⑸
2
回
目
の
回
答
は
11
月
30
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
回
答
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
さ
れ
ま
し
た
か
。

⑹
公
開
質
問
状
に
は
、
２
０
２
１
年
６
月
20
日
付
け

「神

統

一
世
界
安
着
の
た
め
の
神
日
本
第
３
地
区
希
望
前

進
霊
界
」
と
題
す
る
動
画
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
碧
南
市
役
所
を
バ
ッ
ク
に

し
な
が
ら
、
19
歳
で
統

一
教
会
の
教
え
に
出
会
い
50

年
以
上
神
霊
と
真
理
に
導
か
れ
な
が
ら
生
活
し
て
き

た
、
と
し
た
上
で

「真
の
お
母
様
、
私
は
天
寶
家
庭

に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭

に
な
れ

る
よ
う
今
後
と
も
永
遠
に
孝
情

精
神
の
も
と
神
霊
と
真
理
に
基

づ
き
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
ま
す
」
な
ど
と
、
統

一
教
会
の
総
裁
で
あ
る
韓
鶴
子

に
忠
誠
を
誓
う
よ
う
な
発
言
も

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ご
本
人

自
身
の
も
の
で
す
か
。

⑺
公
職
者
に
あ
る
ま
じ
き

「反

社
会
的
な
団
体
」
に
対
す
る
態

度
に
は
弁
明
の
余
地
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
長
と
し
て
辞
職
す
べ

き
で
す
。
来
年
４
月
の
市
長
選

挙

へ
の
出
馬
も
含
め
、
今
後
の

進
退
に
つ
い
て
明
確
に
、

お

答
え
く
だ
さ
い
。

《
裏
面
に
》

選
挙
目
標
を
決
定

日
本
共
産
党
は
11
月
25
日
の
全
市
党
会

議
で
来
年
の
市
議
選
で
、
岡
本
守
正
現
議

員
が
勇
退
し
、
山
口
は
る
み
議
員
と
、
磯

貝
明
彦
市
民
運
動
部
長
を
予
定
候
補
に
決

定
し
ま
し
た
。
物
価
高
騰
や
非
正
規
雇
用
、

あ
が
ら
な
い
賃
金
で
く
ら
し
が
大
変
で
す
。

気
候
危
機
打
開
が
緊
急
の
課
題
で
、
Ｊ

Ｅ
Ｒ
Ａ
や
中
部
電
力
に
物
言
え
る
の
は
日

本
共
産
党
だ
け
で
す
。
現
有
２
議
席
勝
利

で
、
市
民
に
冷
た
く
、
福
祉
教
育
施
策
が

停
滞
し
た
碧
南
市
政
を
変
え
、
く
ら
し
平

和
を
守
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
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勇
退
し
ま
す

岡
本
守
正

み
な
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
７
期

28
年
間
、
地
域
の
た
め
に
尽
力
で
き
ま

し
た
。
議
会
に
な

く
て
は
な
ら
な
い

日
本
共
産
党
の
２

議
席
必
勝
に
、
私

も
全
力
あ
げ
ま
す
。山口はるみ議員 磯貝 明彦氏



《
表
面
か
ら
の
続
き
》

２
．
1
時
間
毎
の
く
る
く
る
バ
ス
拡
充
を

⑴
地
域
公
共
交
通
計
画

（案
）
に
な
ぜ
、
く
る

く
る
バ
ス
の
増
便
、
増
車
な
ど
拡
充
策
が
な

い
の
か
。

⑵

唯

一
の
公
募
委
員
の
第
1
回
令
和
4
年
4
月

18
日

「利
用
者
の
意
見
を
聞
い
て
き
た
。
バ

ス
の
降
車
ス
イ
ッ
チ
の
位
置
や
、
乗
降
時
の

ス
テ
ッ
プ
の
高
さ
が
高
い
。
バ
ス
の
本
数
を

１
時
間
に
１
本
に
増
や
し
て
ほ
し
い
。
バ
ス

に
対
し
て
の
意
見
箱
を
市
民
病
院
な
ど
に
設

置
し
て
ほ
し
い
。
市
民
病
院
に
直
通
バ
ス
が

欲
し
い
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
き
た
の

で
お
願
い
し
た
い
」
と
の
発
言
。
今
年
11
月

6
日
の

「く
る
く
る
バ
ス
を
１
時
間
に
１
本

運
行
す
る
よ
う
な
こ
と
は
無
理
か
」
と
の
発

言
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

⑶
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
増
便
の
声
に
ど
う
こ

た
え
る
の
か
。

⑷
Ｃ
Ｓ
地
区
ミ
ー
テ
ン
グ
で
の

「民
業
を
圧
迫

す
る
」
と
の
部
長
答
弁
に
つ
い
て
。

⑸

唯

一
の
公
共
交
通
と
し
て
の
く
る
く
る
バ
ス
。

交
通
権
を
守
る
た
め
の
行
政
の
責
務
を
は
た

す
べ
き
。

⑹
電
気
車
バ
ス
の
導
入
の
2
台
の
み
、
令
和
7

年
か
ら
は
な
ぜ
。

３
．
気
候
危
機
打
開
と
ご
み
焼
却
場
問
題

⑴
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
は
石
炭
延
命
策
で
あ
り

「グ

リ
ー
ン
ウ
オ
ッ
シ
ュ
」
（見
せ
か
け
の
環
境
対

策
）
と
言
わ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
か
。

⑵
現
在
の
、
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
率
、
Ｃ
Ｏ
2
削

減
率
、
今
後
の
月
ご
と
、
年
ご
と
の
見
通
し

は
。

⑶
グ
リ
ー
ン
ウ
オ
ッ
シ
ュ
の
石
炭
火
力
発
電
所

は
世
界
市
場
で
通
用
し
な
い
の
を
ご
存
じ
か
。

⑷
石
炭
火
力
発
電
所
の
廃
止
計
画
と
見
通
し
は
。

⑸
ご
み
焼
却
場
の
そ
の
後
の
動
き
は
。
民
設
民

営
を
中
電

一
社
と
行
う
の
は

「癒
着
と
談
合
」

で
は
。
な
ぜ
、
高
浜
市
と
と
も
に
当
初
か
ら

進
め
て
い
な
い
の
か
。

⑹
民
設
な
ら
用
地
は
当
然
、
業
者
自
ら
行
う
べ

き
。
な
ぜ
碧
南
市
が
予
定
地
確
保
に
奔
走
す

る
の
か
。
建
設
費
負
担
の
有
無
は
、
想
定
金

額
は
。

⑺
余
熱
利
用
施
設
の
存
続
に
つ
い
て
の
市
の
考

え
は
。

⑻
衣
浦
衛
生
組
合
で
の
令
和
３
年
３
月
の
整
備

構
想
で
は
、
今
後
28
年
間
新
設
焼
却
炉
124

ｔ

/
日
104
億
円

（133
億
円
）
事
業
費
と
さ
れ
て

い
る
の
か
。
交
付
金
は
50
億
円
か
？

⑼
西
尾
市
は
、
河
沿
い
の
浸
水
問
題
も
ク
リ
ア
ー

し
て
公
設
焼
却
場
整
備
が
決
定
。
研
究
は
。

４
．
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑴
介
護
保
険
料
は
、
約
４
億
円
の
介
護
給
付
費

準
備
基
金
を
使
っ
て
1
人
６
５
０
円
引
下
げ
を
。

（第
１
回

7
月
24
日
ｐ
５
）

⑵
減
免
制
度
の
対
象

（所
得
２
段
階
ま
で
、
持

ち
家
、
貯
金
80
万
円
以
下
）
の
条
件
で
は
使

え
な
い
。
利
用
で
き
る
制
度
に
。
（第
４
回

10
月
27
日
ｐ
92
）

⑶
国
民
年
金
受
給
者
で
も
入
所
で
き
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
。

⑷

「高
齢
者
に
や
さ
し
い
環
境
の
整
備
」
で
く

る
く
る
バ
ス
は

「維
持
継
続
」
と
あ
る
。
な

ぜ
拡
充
と
し
な
い
の
か
。

（第
３
回
９
月

28
日

資
料

ｐ
26
）

岡
本

守
正
議
員

12
月
８
日

（金
）
４
番
目

１
、
市
内
南
部
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

⑴
蜆
川
堤
防
補
強
の
進
捗
状
況
は

⑵
碧
南
防
災
拠
点
の
進
捗
は

⑶
碧
南
の
高
潮
、
津
波
の
高
さ
は

⑷
蜆
川
の
稼
働
水
門
設
置
は

⑸
津
波
被
害
想
定
地
の
避
難
対
策
は

⑹
避
難
タ
ワ
ー
、
４
階
建
避
難
所
の
建
設
は

２
，
学
校
給
食
の
無
償
化
と
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を

⑴
教
育
の
一
環
と
し
て
の
給
食
は

「義
務
教
育

は
無
償
と
す
る
」
の
憲
法
の

立
場
か
ら
無
償

化
実
施
を
。

⑵
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
積
極

的
な
実
施
を

３
，
保
健
セ
ン

タ
ー
の
新
設
に

つ
い
て

⑴
昭
和
57
年
に
開
所
し
た
保
健
セ
ン
タ
ー
は
駐

車
場
が
遠
く
、
乳
幼
児
検
診
の
受
診
に
と
て

も
不
便
。
市
長
公
約
の
建
替
え
移
転
の
見
通

し
は
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

12
月
19
日
（火
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）


